
 

国
で
は
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
病
院
の
再
編
や
統
合
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
公
立
や
公
的
な
病
院
の
再

編
・
統
合
を
進
め
る
よ
う
都
道
府
県

に
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
国
の
進
め
方
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

  

病
院
の
再
編
・
統
合

  

に
つ
い
て

・
厚
生
労
働
省
は
昨
年
９
月
に
、
診

療
実
績
が
乏
し
く
再
編
・
統
合

の
再
検
証
が
必
要
な
病
院
の
リ

ス
ト
を
突
然

公
表
し
た
。

Q
酒
井
：
国
は
、

全
国
一
律
の
基

準
に
よ
り
分
析

し
た
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
公
表

し
た
が
、
こ
の

内
容
に
つ
い
て

県
は
ど
う
捉
え
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て
い
る
の
か
。

A
知
事
：
今
回
の
公
表
は
、
地
域
の

状
況
が
十
分
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
。

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
医
療
機
関
の

活
動
が
、
必
ず
し
も
適
切
に
評
価
さ

れ
て
い
な
い
。

Q
酒
井
：
医
療
機
関
の
再
編
・
統
合

に
関
し
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
議
論
を
行
う
に
は
、
県
の
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
が
？

A
知
事
：
県
と
し
て
議
論
に
し
っ
か

り
と
加
わ
り
、
各
地
域
が
最
適
な
医

療
提
供
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。
来
年
度
、
医
療
施

策
の
部
局
横
断
的
調
整
等
を
行
う

「
地
域
医
療
担
当
部
長
」
を
置
く
な

ど
、
組
織
体
制
も
強
化
し
て
、
県
全

体
で
こ
の
問
題
に
き
め
細
か
く
取
り

組
ん
で
い
く
。

Q
酒
井
：
医
療
機
関
の
再
編
・
統
合

に
関
し
て
慎
重
か
つ
十
分
な
議
論
を

確
保
す
る
た
め
に
、
性
急
な
結
論
を

求
め
な
い
こ
と
、
更
に
は
地
方
に
お

け
る
再
編
・
統
合
に
関
す
る
議
論
の

進
捗
状
況
に
よ
り
、
国
の
基
金
の
地

方
へ
の
配
分
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
国
に
対
し
て
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
が
？

A
知
事
：
酒
井
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
期
限
に
縛
ら
れ
た
結
論
あ
り
き

の
議
論
は
良
く
な
い
。
議
論
の
進
捗

状
況
で
基
金
の
配
分
が
左
右
さ
れ
る

と
い
う
厚
労
省
の
考
え
方
は
、
お
金

で
地
域
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い

う
昔
な
が
ら
の
発
想
。
国
に
対
し
て

我
々
の
問
題
意
識
を
明
確
に
伝
え
て

い
く
。

※
私
は
引
き
続
き
再
編
・
統
合

あ
り
き
の
国
の
姿
勢
に
は
反
対

し
ま
す
。

  

地
域
医
療
構
想
の
推
進

  

に
つ
い
て

・
人
口
10
万
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、

少
な
い
順
に
大
北
・
上
伊
那
・

北
信
地
域
。

・
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、

少
な
い
順
に
木
曽
・
上
伊
那
・

上
小
地
域
。

Q
酒
井
：
病
床
数
が
少
な
い
地
域
に

お
け
る
病
床
数
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
方
針
か
？

A
健
康
福
祉
部
長
：
医
療
ニ
ー
ズ
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
あ
り
方
な
ど
、

実
情
を
踏
ま
え
た
議
論
を
行
う
こ
と

が
重
要
。
こ
う
し
た
議
論
を
行
う
中

で
、
各
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
病
床

機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

Q
酒
井
：
医
師
少
数
区
域
に
お
け
る

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
方
針
か
？

A
知
事
：
現
在
策
定
中
の
「
医
師
確

保
計
画
」
の
中
で
目
標
医
師
数
を
掲

げ
、
早
期
に
医
師
少
数
区
域
か
ら
脱

し
、
可
能
な
限
り
全
国
２
次
医
療
圏

の
平
均
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
医
師
数
の
増
加
方
針

を
盛
り
込
む
。

※
質
問
に
対
し
て
、
県
と
し
て

病
床
と
医
師
の
確
保
に
取
り
組

む
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
酒
井

・
医
師
確
保
に
関
し
て
、
こ
の
と
こ

ろ
県
内
高
校
生
の
医
学
部
合
格
者
数

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
合
格
者
数

を
増
や
す
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

・
他
県
か
ら
医
師
を
招
致
す
る
対
策

も
必
要
で
あ
る
が
、
該
当
医
師
に
子

供
が
あ
り
医
学
部
進
学
を
目
指
し
て

い
る
場
合
、
医
学
部
進
学
を
目
指
せ

る
高
校
が
県
内
に
あ
る
こ
と
が
医
師

の
転
居
の
必
須
条
件
で
あ
る
の
で
、

こ
う
し
た
対
策
も
取
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

  

信
州
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

  

に
つ
い
て

・
県
で
は
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
に
よ

り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
発

信
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。

Q
酒
井
：
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
」
を
定

着
す
る
上
で
、
長
野
県
の
強
み
と
は

何
か
？

A
知
事
：
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
」
の
基

本
と
な
る
価
値
は
、
「
健
康
長
寿
」
、

「
勤
勉
で
教
育
熱
心
な
県
民
性
」
、

「
自
然
の
美
し
さ
・
環
境
と
の
共

生
」
、
こ
の
３
つ
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
が
信
州
ら
し
さ
を
形
づ
く
る
基
本

と
な
る
要
素
で
あ
り
、
長
野
県
の
強

み
と
考
え
る
。

一
般
質
問（
2
月
21
日
）

  

牛
肉
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

  

に
つ
い
て

Q
酒
井
：
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
」
に
係
る
情
報
発
信
と
販
売
促
進

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
？

A
農
政
部
長
：
県
内
で
は
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
で
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
県
外
で
は
主
な
流
通
先
で
あ

る
関
西
圏
に
お
け
る
評
価
を
さ
ら
に

高
め
る
。
県
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
食

肉
流
通
業
者
等
が
一
体
と
な
り
推
進

す
る
。

Q
酒
井
：
大
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏

へ
の
販
売
促
進
も
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
？

A
農
政
部
長
：
ま
ず
は
東
京
食
肉
市

場
に
お
い
て
、
卸
売
業
者
な
ど
流
通

業
者
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
流
通
量
を
確
保
し
取
り
扱
い
店

舗
の
拡
大
に
繋
げ
る
。
来
年
度
は
本

年
度
の
倍
以
上
の
出
荷
量
の
確
保
に

向
け
て
、
生
産
者
等
に
よ
る
東
京
向

け
出
荷
団
体
の
設
立
を
支
援
し
、
出

荷
の
拡
大
・
継
続
を
し
て
い
く
。
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